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 要　　旨
　本研究では，即応型 e-ラーニングシステム SHoes（SHeet Oriented Education System）に講義外における
利用を支援するための復習支援機能の考案，実装を行い，その運用経験を調査する．
　まず，SHoes の有効性や，そのシステム利用の実態を調査するため，SHoes の利用状況および学生の
システムに対する要求の調査を行った．その結果，2008 年度より学外からの利用が可能となったため，講
義外における利用が増加し，復習支援に対するニーズが高まってきたことが分かった．本来，SHoes は対
面型の集合教育での利用を目的とした講義支援システムであり，講義外における利用をサポートする仕
組みがない．そこで，講義外における復習のための利用を目的とした 3 つの復習支援機能として，動画
配信機能，練習問題提示機能，勉強会機能を考案し，実装した．
　動画配信機能は，講義中の教師の画面の動画をオンデマンドに配信し，この動画を各講義資料と関連
付けることによって，復習したい箇所に絞って効率的な復習が行える．利用状況の調査によって，利用者
が少ないことが判明したが，利用者の意見から動画配信機能の有効性は認められたため，代替手段を考
えるか，各学生へのサポートを徹底することによって利用を促進させていかなければならない．しかし，こ
れは後述する勉強会機能により，自宅からの利用者が増加したことで，利用者が倍増する結果となった．
　練習問題提示機能は，各学生の学習履歴や問題間の関連による練習問題出題シーケンスを提供して
おり，また誤答時に弱点の指摘，参照すべき講義資料の提示を行うことによって，各学生に適切な学習
方針を指導する．現時点ではまだ登録問題数が少ないため，その有効性は計れていないが，提案した機
能に対する学生の期待は大きく，予備実験より練習問題に積極的に取り組む姿勢が見られた．今後，長
期に渡る利用によって，徐々に問題数と関連付けを充実させていけば，その効果を発揮することが予想さ
れる．
　勉強会機能は，特定のテーマについて有志が集まって一緒に学ぶという勉強会を，SHoes 上において
オンラインで開催することを支援する．筆者が主催者となって講義の復習や試験対策をテーマに 4 度開
催したところ，参加者からのメッセージやアンケート結果から，SHoes における勉強会が，学習効果や学
習意欲の向上に効果があるという肯定的な意見が多く寄せられた．また，都合が合わず勉強会に参加で
きなくても，勉強会中にチャットで交わされた会話がログとして残るため，そのログから学習習熟度を高め
られるという知見が得られた．
